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み
：
円
祁
た
右
し
し
に
向
け
て
垂
直
に
さ
げ
し
左
手
だ
た
れ
3
5
:
”."
心

L
．ヽ
J

に
復
す

9
J

さ
ば
、
通
常
受
薙
者
の
答
流
の
終
る
の
た
持
つ
て

．．
 

咎
絞
は
都
合
に
よ
っ
て
体
の
上
部
な
少
し
く
前
に
傾
け
、
叉
ば
注
．
’
ぃ

る
。

•
[：
'

薗
す
條
二
人
以
上
の
上
長
に
封
す
る
敬
泣
は
、
隊
ご
の
場
合
に

J·

目
た
以
つ
て
こ
れ
に
代
え
て
t
よ
い
。
•
•
•

、

.
’

は
叙
上
級
者
に
封
し
て
行
い
、
各
個
の
楊
合
は
、
上
長
一
同
に
針
蕊
・
五
・
丁
條
上
長
の
索
に
入
ろ
時

11{
先
．
っ
「
ノ
ッ
ク
」
．
し
て
許
し

＾

.
＿
を
得
た
後
、
室
内
に
入
リ
、
そ
の
席
た
輝
れ
る
こ
さ
約
三
北
グ
の
所

し
て
行
う
0

.

第
四
十
一
條
依
式
に
参
列
し
だ
'(J

き
は
、
そ
の
俄
式
の
沢
め
に
｀
3
9
-

．
で
、
敬

mな
行

う

。

●

『

●

そ
の
室
た
さ
る
さ
き
ま
た
同
じ
で
あ
ろ
。
入
室
の
際
「
ノ
ッ
ク
」

．．

ろ
敬
蔽
の
外
し
．
敬
裔
な
行
わ
な
い
。

i
 

第
四
十
二
條
水
火
消
防
、
派
行
、
操
車
そ
の
他
磁
務
の
執
行
上
支
に
代
え
て
あ
い
さ
つ
か
つ
げ
て
し
よ
い
。

障
あ
ろ
さ
き
は
、
敬
益
か
行
わ
な
い
0

前
項
の
場
合
に
お
い
て
在
室
の
・
占
長
二
人
以
上
で
生
客
の
別
わ
る

．

第
四
十
ー
ー
・
條
戯
務
上
粗
従
す
・
る
者
ば
、
堀
営
敬
租
た
行
わ
な
い
。
さ
き
は
、
第
四
十
條
規
定
に
よ
4

な
い
で
、
先
．
つ
主
な
る

t
の

に

・

職

務

上

甜

従

す

ろ

者

に

甜

し

て

ぶ

亦

同

じ

で

あ

ろ

°

敬

流

す

る

J

第
四
十
四
條
隊
の
椋
識
た
ろ
旗
の
持
ち
方
は
贔
特
別
の
定
ウ
が
な
第
五
十
一
條
室
内
で
僻
令
．
貨
状
等
な
受
け
ろ
さ
き
は
、
授
典
者

‘

い
限

tJ旗
狂
子
の
下
た
右
も
し
に
営
て
．
右
手
た
以
て
旗
竿
を
府
の
．
の
席
な
離
れ
ろ
こ
さ
的
ー
ー
ー
歩
の
所
で
敬
成
が
行
っ

t
後
、
逸
究
前

．

高
さ
の
個
所
で
に
ぎ
リ
、
ひ
じ
な
自
然
に
少
し
出
げ
旗
の
先
端
か
進
し
、
桁
な
左
わ
き
に
は
さ
み
．
右
手
で
こ
れ
た
う
げ
．
左
手
た

．

わ
す
か
に
前
方
に
傾
け
ろ
し
の
さ
す
も
。

も

添
え
て
開
き
見
だ
後
．
直
ち
に
之
な
左
手
に
収
め
、
帽
な
右
手
に
、

隊
の
椋
識

t
る
旗
の
敬
報
は
、
旗
な
持
つ
者
が
旗
竿
の
下
燐
た
右
移

L
.
し
さ
の
位
牲
に
復
し
て
．
、
再
び
敬
薙
な
行
い
退
く
0

•

• 

第
五
十
二
條
室
内
で
上
長
よ
リ
命
令
若
し
く
は
諭
告
な
う
げ
贔
父
．

t
t
に
あ
て
序
チ
ま
、
右
手
た
充
分
前
仲
し
て
こ
れ
た
行
う
。

ば
上
長
に
陣
述
若

1
く
は
ijl
告
す
ろ
さ
さ
ば
，
上
長
の
席
な
雄
ね

‘

隊
の
標
誤
だ
ぇ
旗
た
持
つ
者
は
敬
踵
か
行
は
な
い
。

る
—
る
約
一
＿
＿
歩
の
所
で
敬
ぬ
な
行
っ
た
後
朕
況
に
よ
り
適
宜
前
進

・
＂

第
四
・
丁
五
條
居
奎
、
事
務
室
、
休
憩
室
等
は
室
内
さ
し
、
ろ
う

し
、
命
令
若
し
く
は
諭
仔
た
う
け
練
述
し
、
叉
ば

tll告
し
、
終
つ

下
、
車
内
、
望
棲
．
機
械
熙
楊
｀
甲
板
、
短
艇
岱
等
ば
室
外
さ
ず

.

、

て
し
さ
の
位
趾
に
復
し
て
、
再
び
敬
視
た
行
い
退
去
す
ろ
C

る
。
室
内
で
箸
紺
の
ま
ま
執
務
す
る
さ
さ
ば
.
窒
外
の
敬
證
な
行

・

う
。

第
四
・
丁
六
條
隊
且
ば
す
べ
内
氏
名
さ
戸
汐
忠
併
用
し
て
呼
ぶ

t

の
さ
オ
ろ
。

第
四
十
七
條
本
平
の
規
定
ば
．
制
規
の
服
穀
た
沿
川
し

t
踪
且
に
．

限
リ
、

、こ
れ
た
適
川
す
ろ
。

室
内
の
ね
式

醤

ず

八

條

應

内

に

入

る

さ

で

は

、

懇

登

の

執

行

虔

麿

嘉

合
の
外
ホ
外
で
脱
柑
す
る
。

腐

・
9
九

條

斑

内

の

敬

ね

It叉
繁

に

向

つ

羹

院

た

正

し

。

注

笹

五

十

四

條

宙

内

の

魯

で

訓

授

．

孜

焚

叉

は

作

業

中

、

去

が

目

し

を

{
i体
の
上
●
ぶ
約
十
五
器
前
に
傾
け
、
か

L
ら

た

正

し

一

く

る

こ

合

、

訓

竪

変

ば

欲

翌

翁

し

く

ば

監

席

笈

魯

く

上

体

の

方

向

に

保

つ

て

行

う

。

＇

た

行

う

。

帽
た
抒
つ
て
い
る
7
こ
さ
は
、
右
手
に
そ
の
前
ひ
7
J
さ

し

た

つ

ま

上

長

が

去

る

の

し

問

じ

で

わ

る

。

第
五
十
三
條
訓
授
場
、
欲
場
等
に
上
長
父
は
、
欧
捉
者
が
さ
た
さ

き
は
、
在
場
者
巾
の
最
上
級
者
芳

L
く
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら

れ

t
者
が
、
「
氣
た
つ
け
」
の
競
令
な
下
し
’
上
長
又
は
敬
交
者

が
定
位
に
つ
い

tJ斗
―
「
敬
短
ャ
の
競
令
に
よ
っ
て
一
粁
に
敬
紐

な
行
い
、
次
に
「
休
め
」
叉
ば
沿
席
の
辣
令
な
下
す
。

上
長
又
ほ
叙
捉
者
そ
の
揚
た
去
る
さ
さ
は
、
前
項
に
巾
す
る
。

但
し
「
休
●
」
の
数
令

R
．
上
長
叉
ば
欲
禿
名
が
室
外
に
山

t

後
，
・下
す

t
の
さ
す
る
。

ほ
g
5
e
2
1
9
Q
9
-
C
n
E
9
p

三7ミ
~
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い
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ご
こ
土
3
4
9
一
＂
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-ゃ
、
土t
i

り

l
+
t
t

界,ぷ
{国E口
が

．

5
2
5
割
[
I

t
,
r
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曼ー
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ヽ
f
ì

第
二
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右
哀
さ
よ
う
導

八
十
五
セ
ン
チ

約
二
歩

指
揮
者

横
諒
の
豚
形

第
二
卸l 

/

:

l

/

／

～

機

一

主
．
数
綽
，
醗
式
'
.

、
第
七
す
七
條
消
防
椴
械
硲
具
、
物
品
及
び
佃
品
の
点
桧
は
、
次
の

●
 

i
•

各
誠
に
つ
さ
検
査
な
行
うt
の
さ
す
る
。
．

-
•
•
島

一
、
槻
検
点
検
•

.
p
.
 

（
問
用
が
ン
プ
ば
、
・
・
分
僻
内
部
検
森
及
び
放
水
試
欣

,1, 
・1

が
ソ
リ
ゾ
又
は
、
重
油
な
原
勁
槻

g，
ろ
泊
防
用
舟

ilC(

.. C

.

'`‘ ．口
9
ー

'
i
.

〗
〗
紋
．

ぷ
ツ
ブ
市
、
梯
子
犯
救
急
車
、
化
血
面
、
梢
防
船
艇
等
）

9

.

[

．

心
の
原
懃
機
の
紙
さ
う
梃
縮
認
力
試
験
ギ
ゾ
プ
の
伍
痘
試
験
及

．． 
び

放

水

試

峨

‘

-
．
二
．
器
具
点
桧
•

9
9
B
．

ら

m
吸
梵
｀
水
管
の
作
理
及
び
録
仔
の
良
否

向
~
＊
ゾ
プ
閤
戌
品
の
完
否

r
t
 

9-

.

¥

各

予

伯
"nn
及
び
泊
耗
品
の
盛
丙

．
ニ
,.
＇
ー、

h
r

ー

-

H

救
渡
、
救
命
具
‘
破
壌
砕
具
並
び
に
工
作
恨
械
及
び
秋
念

;
r
 
a
 

し
、
婿
生
材
料
の
益
布
及
び
そ
の
保
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ー
い、
9

」
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▼̀

．

5
[
'

，9
.in
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戟
員
空
ら
窓
に
反
し
て
降
任
し
叉
は
免
戯
｀
F
ろ
場
合
の

2t
.
 

•

い
●●
哨

，＇，
具
体
的
基
準
の
設
定
に
つ
い
て

'

.

3
勤
務
時
間
巾
私
凰
維
諮
、
無
断
餌
腐
磁
益
に
問
係
な
い
こ
れ
に
堪
え
な
，
凡
沿
合

・

9,

t，

□
 
．．． 
市
民
全
体
に
甜
L
欲
脊
行
政
か
不
常
な
支
配
に
服
す
る
こ
さ
な
・
立
叫
み
閉
か
す
ろ
等
勁
務
態
炭
の
悪
い
者
『
瓜
―
―
―
應
面
に
規
定
す
る
場
合
の
外
．
．
そ
の
戦
に
必
西
な
翔
格
性
／
｀
一

ー

J
 ..

.
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（
じ
慇
育
委
員
會
畢
務
局
に
勤
務
す
る
絨
且
の
勤
務
時
間
に
開
す
ろ

．

．
 

し・

5

り

説
程
な
次
の
よ
う
に
定
め
ろ
0

.

.

.

.
 

昭
和
二
十
六
年
十
一

n
_
B

し

殷
島
市
教
脊
長

旋
島
市
選
線
管
理
＿
宏
貝
合
な
方
記
に
依
リ
開
他
す
ろ
0

.

，
昭
和
二
十
六
年
九
月
・
三
H

脳
島
市
速
翠
待
蝶
委
員
合
．

い箆

委
且
長

4
,

土

記

一
、
日
時
昭
和
二
十
六
年
九
月
i
2

日
午
後
二
時

一
、
楊
所
附
島
市
役
~
凡
．

、
躁
．
題
廣
島
市
速
畢
符
理
委
員
合
規
程
の
一
部
む
攻
正
に
つ

一

、
C
し
一

'
痰
島
市
選
琺
管
理
委
員
合
板
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

昭
昭
二
十
六
年
九
月
七
．E

．

．,

•. 

廣
島
1
選
足
菅
輝
委
員
合

委
員
長

9
平

廿

竺
rl
委
員
合
事
務
局
に
勤
務
す
る
域
且
の

、
．
勤
務
時
間
に
開
・-9
ろ
規
和

，

第
一
條
こ
の
規
程
は
．
職
員
の
勤
部
時
間
及
び
休
暇
等
に
削
｀
F
ろ

條
例
ふ
羅
二
十
六
年
八
月
・
T
-
H
廣
島
市
條
例
第
二
十
三
韓

ーぃ
市
-[
．
0

9

第
二
條
第
三
翠
及
び
戦
員
の
懃
粉
時
間
及
び
休
暇
等
に
開
す
る

．
．
．
規
則
｛
昭
和
二
十
六
年
八
翡
．
一

A
廣
島
市
規
則
第
一
予
一
般
‘

:
＇

，

•
第
二
靡
二
項
の
規
定
に
函
さ
‘
敬
育
委
員
合
祁
務
局
に
勤
務
す
．

ーー
島

．

ゑ
我
員
（
臨
時
歴
用
賛
含
む
0

以
下
職
且
さ
い
う
。
）
の

．

，
c

勤
務
時
間
に
つ
い
て
定
め
み
こ
さ
な
目
的
｀
ヽ
J
す
る
。
•
[

,．

□
第
二
條
臀
＾
の
勤
務
時
間
は
、
炎
の
通
り
、

Q-'忍
．

＇

廣

甕

蒋

示

甲

第

K
O
披

廣
島
市
洪
翠
管
珂
委
艮
令
規
程
の

．一
部
た

,、
面
、
月
耀
＂
か
ら
金
蹄

n
ま
で

攻
正
す
ろ
短
程

；
t

午
前
八
時
一
＿
＿
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
・
エ
で
0

但
し
、
午
後

.
、．．．． 

零
時
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
・
委
の
問

li
．

休

憩

時

問

さ

す

る

。

廣

盈

霊

苔

喜

醤

（

昭

利

年

二

十

六

年

十

一

月

―

―

-

+

日
廣
畏
官
告
赤
甲
第
九
紫
．
＇
の
一
部
唸
必
ょ
う
に
改
正
す
る
。

‘

•
土
曜
日

／
＇

’.＇

]'

午
前
八
時
ー
ー
ー
十
分
か
ら
午
後
零
時
ー
ー
ー
十
分
ま
で
。
然
・
丁
六
條
中
選
拳
謀
の
内
務
保
，
が
削
除
す
を

."5

.
0
第
一
＿
＿
條
．
前
條
の
勤
務
時
岡
の
う
ち
、
午
後
零
時
か
ら
午
後
匁
雙
＇
翠
七
條
分
掌
事
務
中
庶
岳
笹
喜
の
人
事
に
開
す
る
事

ぃ
．
五
．
五
＾
”
よ
で
及
び
午
後
五
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
・
ネ
‘
●
間
は
，
項
」
を
局
の
人
事
に
皿
す
嘉
項
」
に
改
め
裔
一
項
な
加
え

・
一
休
息
時
同
さ
す
る
。

:
JJ 

ろ
0

,

．
但
し
．
、
土

m
oり
午
後
雰
時
十
五
分
か
ら
午
後
写
時
一
二
十
分
一
間
の
庶
務
に
開
す
る
那
項

,'
9
+
，
 

ほ

＇

天

．

ェ

で

の

間

さ

す

る

。

・

・

・
経
理
係
の
「
予
舘
及
び
決
算
に
問
す
る
ホ
項
」
な
「
局
の
予
算
及

;
;
+•
第
四
條
特
珠
の
勤
務
に
従
翠
各
名
二
條
の
規
定
に
よ
リ
難

．

び
決
算
仁
＇
ろ
事
項
」
に
麿
忍
一
項
た
加
え
る
。

n

ぃ
庶
且
の
勁
務
時
間
ば
、
別
に
定
め
念

‘
"：
l-・
・
 

一
間
の
牧
入
及
び
文
出
命
今
に
制
す
る
祁
項

、

"f
 

•

昭

＜

窟
則

．

選
紐
謀
一
内
務
係
」
の
分
掌
事
務
盆
前
除
じ
、
束
喜
靡
‘
中

•
こ
の
規
程
は
、
公
布
の
，

U

か
ら
施
行
す
る
0
.

部
覇
査
係
、
西
部
間
究
係
各
共
氣
事
項
癸
に
左
の
通
り
加
え
る
。
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一

嘉

塁

塁

法

に

開

｝

；

嘉

.

，

◎

選

挙

管

理

委

員

會

告

示

‘
 

一
況
拳
の
結
果
報
告
に
判
す
る
事
項
．

一
，
謀
内
文
忠
、
舘
冊
等
の
紫
理
保
存
に
闊
す
る
事
項

-

．そ
の
他
諜
内
庶
務
一
般
に
脳
す
ろ
事
項
．
．

中
祁
翌
醤

i
,．一
．

選
琺
の
諸
証
明
に
問
す
ろ
事
項

•
西
祁
濶
喜

筑

｀

汀

汀

鱈

五

任

」

な

「

羹

」

に

一

，

‘

攻
ゐ
ろ

q

第
十
九
條
中
祁
記
の
次
に
「
祁
務
且
命
臼
時
の
職
員
和
除
く
こ
．
9

た
加
え
ろ
。

第
二
十
一
．條
中
「
主
任
（
叉
ば
係
色
澗
主
任
」
な
「
倍
き
に

吹
め
ろ
。

大

耶

t,雫
:
.

.
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.
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附
，
削
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こ
の
成
程
は
公
布
の

H
か
ら
施
行
す
る
。

廣

速

符

告

示

甲

第

六

十

三

．

懺

基
本
選
県
人
名
癒
な
岡

15市
役
所
に
お
い
て
十
一

n五
H
よ
リ
十
一
｝

五

u
問
樅
究
に
供
す
ろ
0

•• 

詔
利
二
十
六
年
・

T
-
H

一B

廣
島
市
泄
堺
管
理
委
只
合トJ

・

．

委

只

長

平

．

廣

選

管

骨

示

甲

第

六

四

琥

、

安
お
氾
麻
油
粟
岡
此
姿
且
令
委
且
況
出
人
名
簿
た
炭
凡
市
役
所
―
卜

お
い
て
十
一

JJ
五
U
よ
り
十
五
＂
阿
縦
況
に
供
す
る
。

昭
和
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十
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月
一
旧

炭
凡
市
選
船
管
理
委
且
合

委

几

長

平

井

‘

廣

選

管

告

示

rP第
六

五

眺

．
 

..•.

•
• 

,＇‘
し

，
 

,＇‘9‘●,＂ .• 
，‘,；,.,
.I
 

．
 
』＊

一119¢ 

窓窯

＊ 太

郎郎・

｛、 一；

鴫ヽ"'・ ← 9 

・, ., 
''-.・ 
•` ‘ 

・, ． •' 
，
 

¥
 

~
 

i
i
i
i
‘
r
し
｀

l

，
u
;

＂
ど

、

八
ー
り
'
l
p
f

"

1
1
し
i

l
t
1

`
i

:

｀

!
1

J
i

4
‘
，
ー

、
．n
t

“
か
’

、
g
"t

g

Y
々

i
l
,
1

"
‘~l
i
t
“
J
i

サ

W
.

小l
t
i

•• 
，ぃd.7
名
じ
i
9
t

ベ

ー

"'211、.tょ等
’り・".1if
0心

'l？ゞ
l＇｝
ー
ー
!9

|

l

l

l

"

ー

ー

t'、＇ヒ，ー」：ni-：
――-―-―-
;
1
ー5
反，

t
-
t
-
I
-
I
I
詈
駅
島
ぶ
衝
＇
｀
駅

、，＇．1,尉―ー
l'
酎
酎
尉
｀
｀
引
「
ー
'
)
1
1
,!
iiー11
,
し
,
-
9
-；

n
i'qil冒
ー
し
:
!
！
i
o
h
t
t
'卜
し
t
i
ー
'
.
t
;
9
,
l
,
1
．．
 
，．｝・・t礼

．t
t



,.．．̀  •.”'. . . 
. ． ‘ .' .』 • ヽ', •.. , •、、' -. ・, _:..''・,: : -: -,. ;,':・・' 

l 
昭和二十六年十一月五8

炭
島
市
符
禄
本
祁
丑

炭
几

iii特
寂
粘
核
予
防
規
程
た
次
の
通
り
改
め
る
。

右
訓
令
す
ろ

．

昭
利
二
十
六
年
十
"
-
"

岱監部

楳染

沢官課

廣
啓
本
訓
乙
第
一
四
雑

◎
警
察
本
部
訓
令

一
の

5

な

砿
島
市
横
川
町
一
丁
目
一
〇
韮
六
芥
地
先
横
川
稿
北
詰
ょ
リ
仝
市

仝
町
＿
＿
＿
丁
目
七
七
〇
ノ
一
番
地
先
迄
の
間

庫
馬
（
但

L
自
懸
阜
4

心
除
く
）
＇
北
行
湿
行
禁
止
」
に
改
め
ろ
。

一
の

B
た
次
の
汎
り
定
め
ろ

「
殷
島
市
己
斐
西
本
町
二
四
九
六
番
地
先
籾
舟
栢
北
詰
よ
り
仝
市
已

斐
中
本
町
一
一
韮
＿
＿
＿
九
奔
地
先
迄
の
問
耶
馬
（
但
し
自
杯
祁
た
節
く
）

の
並
行
族
止
」

附

期

こ
の
告
示
は
公
布
の

H
か
ら
こ
れ
か
旋
行
す
る

訊
島
市
公
安
委
員
會

廣
公
委
翡
ホ
第
九
懺

・
昭
和
―
-
+
―
―
一
色
―
月
七
・日
痰
島
市
公
竺
げ
苓
＂
告
赤
第
一
麟
這

路
交
乖
取
締
法
並
び
に
逝
墜
各
測
取
締
令
に
よ
る
益
蹄
の
交
涌
に
梱

す
る
必
要
な
ろ
制
阪
）
の
一
部
な
次
の
通
リ
改
正
す
る
。

昭
和
二
十
六
年
八
Jj
十
七
日

秤
察
培
長
殴

一1ぺ^
再
交
付
の
竪
否

”
右
の
池
り
で
あ
り
ま
す
か
ら
お
屈
け

L
花
す

F

月

日

9
ム

氏

名

＠ 

廣
島
市
牝
察
結
枝
予
防
規
程

（
総
則
）
，．

第
一
條
炭
島
市
秤
察
職
員
（
以
下
磁
且
"IJ

:
:
,
う
。
）
で
結
核
性
疾

息
に
か
か
つ
た
者
に
封
す
る
取
扱
い
ほ
．
こ
の
規
程
の
定
め
る
さ

こ
ろ
に
よ
ろ
。

砿
康
診
翫
）

＇

•

笹
一
條
秤
媒
本
部
長
（
以
下
本
郎
長
さ
い
う
。
）
は
祉
年
一
回
以

上
戦
員
の
結
核
に
開
す
ろ
健
艇
診
斯
た
行
う
し
の
さ
す
る
。

2

促
康
膀
斯
宜
施
の
時
期
方
法
ば
そ
の
都
度
こ
れ
た
定
め
る
。

品
荏
姦
砂
斯
淀
施
後
の
措
談
）

笹
―
一
條
・
本
部
長
ぱ
健
艇
惨
即
の
結
果
．．
 結
核
性
疾
息
さ
列
定
さ
れ

た
者
に
封
し
て
は
．
そ
の
病
状
叉
ば
本
人
の
在
勤
期
間
―
て
の
他
の

翌
来
の
勤
怠
朕
況
等
に
よ
リ
ー
ケ
年
間
の
統
圃
内
に
於
て
休
登
た

命
じ
哨
し
く
ば
こ
れ
た
奥
え
な
い
こ
さ
が
で
き
ろ
0
.

2

前
項
の
命
令
に
よ
る
休
養
の
た
め
執
務
す
る
こ
さ
か
で
き
な
い

者
に
封
し
て
ほ
そ
の
期
間
巾
倅
給
た
支
給
す
る
。

3

本
部
長
が
定
め
る
休
突
期
同
経
渦
後
ほ
休
峨
た
命
す
る
。

4
．
休
転
の
期
間
は
三
年
た
越
え
な
い
碗
閉
内
に
於
て
休
査
か
要
す

ろ
程
度
に
底
じ
個
ん
の
楊
合
に
つ
い
て
本
部
長
が
定
め
ろ
。

5

前
項
の
規
程
に
よ
tJ
定
め
た
休
戟
の
期
間
が
三
年
に
蹄
た
な
い

楊
令
に
ほ
―
て
の
体
識
な
焚
令
L
た
日
か
ら
引
裁
さ
＿
＿
＿
年
た
越
え
な

い
碗
固
閲
に
お
い
文
こ
れ
q

生
直
新
一
，
る
こ

p
．
か
で
き
る
。

（
登
庶
及
び
復
戦
許
可

rlI砧）

第
四
條
命
令
に
よ
り
休
淀
（
休
眠
）

II
の
t
の
が
全
治

L
勁

務

命
栞
さ
し
よ
う
さ
す
る
さ
さ
は
主
治
禄
の
砕
即
た
受
け
登
出
詐

可

1
詔
内
（
復
戟
許
可
111
防
内
）
か
所
屈
長
た
紅
て
本
部
品
に
＂

諮
す
ろ
し
の
さ
す
ろ
0
.

（
給
共
期
間
の
孤
舘
）

第
五
條
結
核
性
択
息
に
か
か
り
休
究
た
命
ぜ
ら
れ
t
者
が
病
炊
＾
{

治
し
登
庇
た
許
可
さ
れ
滞
ニ
ケ
年
以
内
に
直
に
同
一
疾
点
に
か
か

り

t

き
J

さ
は
、
第
＿
＿
＿
條
の
規
程
に
準
じ
前
役
の
期
間
な
涌
箕
す

ろ
t
の
9
J

す
る
。

1

（
所
閏
長
及
び
窃
ル
行
瑾
名
の
＂
託
＿

第
．六
悔
診
斯
の
糾
果
休
焚
た
印
ざ
ら
れ
t
t
の
及
び
冥
注
な
ボ
マ
J

｀
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痰

島

市

公

安

委

炭
島
市
烹
係
結
核
予
防
規
程
施
行
紐
則

第
一
條
廣
島
市
特
察
紡
核
挫
防
規
程
（
以
下
規
程
さ
い
う
。
）
に

よ
ろ
粋
察
職
且
（
以
下
職
且
さ
い
う
o
)

の
休
釆
女
の
手
絨
に
つ
い

’

て
は
こ
の
細
則
の
定
め
る
さ
こ
ろ
に
よ
ろ
0

、

笹
一
條
惑
且
ば
規
程
第
三
條
第
一
翌
に
よ
る
粕
核
性
疾
患
さ
路
即

さ
れ
だ
J

さ
ば
遷
濡
な
く
第
一
賊
様
式
の
休
哭
巾
硝
ホ
1

に
、
第
二

披
様
式
の
診
斯
淋
た
添
付
し
所
屈
長
な
繰
て
野
媒
本
部
長
（
以
下

本
部
北
さ
い
う
。
）
に
願
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
‘

‘彎ヽ

、
こ
の
場
合
休
菱
た
要
す
・
ろ
さ
認
め
ら
れ
る
者
に
蜀

L
て
ほ
笹
二
戟

様
式
の
休
従
命
令
琳
た
交
付
＿
＇
ろ
。

．

2

前
項
に
よ
り
休
焚
た
命
く
ら
れ
た
者
は
保
Jj
'一
回
主
治
図
の

砕
翫
た
受
け
そ
の
約
果
た
所
屈
装
た
経
て
＊
部
長
に
屈
出
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
＊
部
長
は
こ
れ
に
茄
さ
必
要
さ
認
め
ろ
揚
合
は

第
四
訊
様
式
の
吟
斯
指
添
巾
い
に
よ
り
交
怜
殴
、
交
珍
攻
目
等
た

指
示
し
第
五
衷
様
式
に
よ

zt
珍
斯
か
交
け
さ
く
る
こ
さ
が
で
さ

9
‘
,
1
!
l

』

ろ。

3

前
二
項
に
よ
り
休
交
た
仕
く
ら
れ
―
王
の
期
間
が
窃
了
し
て
し
釘

就
躍
す
る
こ
マ
』
が
で
う
な
い
欣
追
に
わ
る
こ
さ
は
そ
の
期
間
諜
了

の
十
0
前
ま
で
に
墾
ハ
鯰
様
式
の
休
焚
期
間
延
長
馴
た
所
閤
長
た

•• 

判
定
さ
れ

t
者
に
封
し
所
局
長
叉
ば
循
生
管
珂
者
は
必
要
な
指
導

た
な
す
さ
さ
t
に
他
面
本
部
長
に
封
L
こ
れ
が
促
康
快
復
に
必
要

さ
認
め
ろ
意
見
た
具
巾
す
ろ
も
の
さ
す
ろ
。

2

所
暦
長
は
要
注
意
者
の
勤
務
に
つ
い
て
は
な
る
ぺ
く
時
間
外
勁

移
に
つ
か
せ
ぬ
よ
う
柄
骰
す
ろ
し
の
さ
す
ろ
0

,

．

（
健
康
診
糊
以
外
の
要
休
養
者
）

ペ

第
七
條

，結
核
性
疾
息
じ
か
か
り
長
期
の
体
菱
た
願
出
た
t
の
に
つ

い
て
の
取
扱
ほ
第
三
條
乃
至
第
六
條
に
準
す
ろ

L
の
さ
す
ろ
0

.

．
附
．
則・

1

•

こ
の
規
程
は
昭
和
二
十
六
年
十
月
一
日
よ
り
こ
れ
な
施
行
す

ろ。

2

廣
島
市
件
察
結
核
予
防
規
程
（
昭
和
二
十
五
年
ー
ニ
月
・
丁
五
日
炭

苔
本
訓
第
一
l

-

＿
裁
）
ば
昭
利
二
十
六
年
九
月
―
―

-+0
な
し
つ
て

る。

腹
・
止
す

員

會

99，し員ー
＇ 
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C
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ー

附
．
則

こ
の
繍
則

11
條
例
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

條
例
附
則
第
二
項
の
屈
将
ば
正
副
二
逍
た
必
要
f

」
す
る
。

五

様
式
第
三
批
）
．
 

．
 

屈
済
誼

,

＼
業
者
叉
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業

者

二
、
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業
所
の
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在
地
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-
．
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滸
熙
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付
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炭
ん
市
翌
松
本
部
北
阪復
戟
許
可
＂
開
屯

問
休
戟

111
の
虞
紺
欣
仝
治
改

昭

和

年

J

J

0
よ
り

．

L
土
し
t
L
で
．
復

m許
可
下
さ
い
よ
す
よ
う
別
紙
の
通
り
完
仝
治

扱
L
t
こ
7
•た
証
関
す
る
厨
師
の
硲
斯
喩
た
添
付
"
r
H致
し
よ
す
。

所
閲
部
署
名

階

栽

｀

氏

名

第
九
般
様
式

廣
島
市
苦
察
本
部
此
敗登
犯
訴
ilI1115叩
ホ
N

昭

和

年

n

日
よ
リ
ケ
間
休
究
命
令
に
よ
リ
休
究

中
の
虞
別
紙
主
治
椅
の
診
斯
巾
＂
の
如
く
全
快
L
勁
務
に
支
障
．
か
わ
り

出
せ
ん
の
で
、
登
比
御
許
可
下
さ
い
土
す
よ
う
巾
甜
致
L
ま
す
。

名

第
八
絨
様
式

年~

Jj 

B
 
所
屈
部
（
培
）
名

階

級

氏

炭
島
市
警
察
本
部
長

ー

昭

和

年昭
和

・

―
―
 

,
I
 

., 

巨
．．
 ,a 

J) 

B
 

n"
よ
り

第
七
披
様
式

階 JiJr

閲
級

氏

名

年
（
月
）
間
休
獄
た
命
す
ろ

特
崇
本
郊
長

殿

月
H

、
三
、
休
脊
期
間
延
品
の
理
由

四
．
．
現
に
治
根
か
受
け
て
い
ろ
墜
師
名
釜
伍
院
多
及
び
住
所
．
父

．。

ば
所
在
地

虹
．
治
根
に
つ
い
て
の
法
意
窮
項

右
の
涌
リ
休
怨
期
面
の
延
長
た
お
願
い
致
し
ま
す
。

ー

昭

和

年

．

月

＂
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印

本
監
究
ば
昭
和
二
十
五
年
度
に
お
け
る
水
逍
局
所
管
に
保
る
事
務

邪
架
た
封
象
さ
．
L
て
昭
和
二
十
六
午
ニ
・

T
aよ
り
七
JJ
四

n土
で
の

間
に
お
い
て
執
行
L
t
L
の
で
あ
る
。

水
近
屈

litこ
』
上
水
、
給
水
の
二
既
に
分
れ
共
に
復
典
閲
祠
在

建
設

n）
の
傘
下
に
わ
っ

tが
二
十
五
年
五
月
の
機
栂
改
革
に
よ

IJ

区
立
し
て
局
創
に
改
め
ら
れ
現
在
紐
珂
、
給
ホ
、
施
設
，
汗
ホ
掲
の

≪七

、‘.:、.、.• -

常
課
ば
紐
珂
、
料
金
、
徴
牧
の
一
＿
＿
係
に
分
れ
紐
現
係
ば
主
7
r
し
て

n内
企
般
の
匹
紅
編
成
及
び
紅
痘
、
物
品
店
入
統
計
並
に
管
財
工
事

．
 

四
謀
に
分
れ
夫
々
局
内
の
事
務
事
業
か
分
掌
虞
理
し
て
い
る
。
、

、．．
 
い
｀

詞
し
て
ホ
道
事
業
ば
本
市
唯
一
の
公
替
企
業
で
あ
つ
て
之
が
現
翡

な
見
ろ
に
戦
災
に
よ
つ
て
破
蔑
さ
れ
た
賂
施
設
ほ
概
れ
復
砲
L
湘
水

防
止
の
施
策
も
着
究
に
巡
行
し
今
日
に
お
い
て
ほ
殆
ん
ぐ
」
戦
前
の
、
●

給
水
批
を
保
持
す
ろ
に
至
っ
て
い
ろ
の
で
あ
る
0
.
.

，,
＇

[

然
し
な
か
ら
本
市
上
水
滸
事
業
は
平
和
記
念
都
市
建
設
の
楷
想
に

基
き
之
．
が
整
佃
披
充
な
必
要
さ
し
特
別
都
市
計
画
瑯
業
の
推
辿
さ

併
行
し
て
水
道
施
設

t
一
大
椛
革
た
餘
依
な
く
さ
れ
、
ろ
に
至
り
＞

市
内
に
お
け
ろ
給
ホ
本
支
行
の
布
設
替
及
ぴ
計
画
人
口
に
甜
應
す
る

＇

完
全
給
水
並
に
施
設
の
完
備
そ
の
他
霊
要
な
ろ
課
姐
．
か
疫
存
し
て
い
・

ろ
の
で
あ
る
。

一
而
之
等
に
充
霜
す
ろ
主
距
財
源
た
ろ
水
消
使
用
料
ほ
本
市
復
蹄
ヶ

人
口
の
激
噌
si
料
金
符
定
の
合
珂
化
及
ぴ
集
金
制
の
賀
施
、
計
址
給

水
等
さ
相
侠
つ
て
途
年
将
牧
の
一
途
に
あ
る
が
、
一
方
支
出
面
に
お
．

い
て
1
1朝
鮮
動
吼
の
影
郷
に
よ
ろ
賠
安
材
の
裔
酪
或
1
1人
件
股
愉
•
R

毀
等
の
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
北
の
他
の
事
楠
で
培
L
く
膨
張
L
‘
瓦
に

起
偵
に
よ
ろ
事
粟
牝
の
認
承
ほ
年
々
縮
少
さ
れ
て
一
般
財
源
に
依
存

す
る
度
合
が
謀
く
な
り
こ
さ
に
昭
和
二
十
五
年
度
は
キ
ジ
ア
殿
風
に

よ
る
甚
大
な
ろ
被
年
3

し
あ
っ
て
財
政
上
窮
氾
の
．一
途
な
辿
り
つ
．し
あ

る

it梢
で
あ
ろ
か
ら
、
之
が
経
替
に
あ
t
っ
て
ほ
特
に
財
政
の
嘩
立

地
方
自
治
法
第
百
九
・
丁
九
條
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
謡
氾
監
査
な
1
.
Iに

主
眼
た
骰
さ
冗
費
の
節
約

11
し
さ
よ
り
施
設
の
能
率
化
淵
水
防
、
＾

執
行
L
た
の
で
そ
の
結
果
た
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て
極
め
て
明
確
で
あ

tJ

‘

,

 •• 

，

．

良
好
で
あ
る
が
、
記
翌
方
法
に
つ
い
て
ば
用
紙
の
節
紅
上
工
夫
吹
．． 

＇ 

•• 
、,̀

、
あ
っ
て
釦
在
も
事
業
の
内
容
は
お
い
て
椋
空
i
t
の
で
は
な
く
、
．

．
 
＂ 

.
-
｀
，
財
渡
其
の
他
の
問
係
で
屑
別
さ
れ
て
い
3
に
渦
ぎ
な
い

'
b

の
で

"

，＂．

．

＇

祁
の
要
が
あ
が
ミ
認

g
。

.

.

.

• 

り[
‘口＇叫[
-

二

事

麿

貫

麿

'

J

？
念
侮
慇
醤
祈
叫
唇
●
昨
年
窟
寄
な
牲
つ
た
キ
ジ
ヤ
殿
風

尋 ＇い

t、
9
^

．
〗

.

'
,
，
取
扱
年
・
ヤ
蒟
に
つ
い
て
は
農
嘉
＜
雷
塁
贋
翠
誓
崩

7

品
の
施
行
に
開
し
て
は
金
額
に
よ
つ
て
決
哉
匝
分
ほ
明
確
に
．

に
よ
る
被
害
の
復
務
工
事
で
あ

9
．
に
．
水
経
営
牲
ば
建
物
其
の
他
の
●
；

心
．＂

□．．
‘
係
も
Jy
つ

て

、

娑

翌

説

は

充

分

で

な

く

そ

靡

盆

年

’

ろ

さ

さ

れ

て

い

ろ

か

名

募

裟

望

器

司

の

上

旅

行

し

た

t
の
が

維
持
r
f理
に
伴
ぅ
讐
麿

t

の
一
ら
姜
舟
祁
は
他
謀
孟
．
〗
．

.,
：
／

胞
め
ら
れ
ろ
ぶ
の
．
図
り
．
麿
に
一
且
つ
ば
そ
れ
ぞ
れ
係
只
に
指
多
敬
あ
っ
た
、
叉
蔽
合
の
議
決
貪
て
施
行
巾
の
エ
委
裳
誤

顔
に
よ
っ
で
協
行
き
？
も
の
で
ゐ
ろ
9

”

.

：

`

,

.

．
口

示

し

て

ぷ

笠

誓

喜

t
の
に
つ
い
て
ば
應
菜
翠

t
.
b
o
.
l
t
雌

碇

塁

温

店

懇

喜

完

了

な

l
i
,
L
の
が
わ
る
が
、

さ

認

め

た

。

．

か

か

しろ
場
合
ば
再
度
謀
台
の
同
意
霜
―
0

必
炭
ぢ
―
合
前
直
終

＇、

、,．

□報
`
」

1

例

規

頬

其

の

他

篇

翌

醤

盆

11
長
係
長
に
止
め
，
職

nに
皿

工

芯

に

つ

い

-t募
靡
Jj
日
が
翠
届
の
年
月
日
よ
り
前
U

一

祁

水

楊

に

つ

い

て

]

.`

• 

• 
r;

、
農
に
し
な
い

t
o
．
茎
誓
受
け
ら
れ
.
℃
が
必
す
貪
菌
茫
委
っ
た
贔
が
あ
り
、
打
・
茨
＂
喜
塁
の
も
の
が
一
―
―
件
あ
ろ
一
窃
場
は
庶
弩
届
＇
者
の
一
二
係
に
分
れ
庶
器
貫
麿
畠
’

詞
て
喜
の
徹
底
な
期
す
る
婆
が
あ
る
。
盃
委
祁
中
受
付
印
の
ぷ
共
に
、
冒
誓
．
か
故
に
他
人
の
賃
金
た
同
一
塁
羹
領
L
版
域
の
喜
器
材
の
保
行
坦
納
及
び
楊
内
庶
務
に
開
す
る
こ
さ
、
迦
｀

．．
 

又`
．

＿

な

い

L
の
が
多
数
な
<

J

7

J

し

に

應

菜

烹

一

靡

塁

塁

た

畜

が

あ

る

が

適

正

で

な

い

か

ら

充

分

立

な

ら

れ

哀

0
,．取
水
楊
．
泄
盆
羞
喜
の
岳
作
迦
蒋
、
迭
・
水
管
理
及
び
，

□

送
祝
線
路
の
維
聾
品
に
開
す
る
こ
．．
 

7
J

．
水
質
係
、
水
野
の
検
査
並
び
．
｀
＇，

―
―
ー
エ
溺
の
執
行
欣
況
．

咋["．

に
糾
経
し
て
い
だ
か
庶
＂
べ
な
い
．
，

t宣9

匂
胃
斎
に
つ
い
て
嘉
碧
年
月
9

及
び
呉
印
の

・

洩
れ
た
し
の
昭
和
―
-
+
五
年
度
に
お
け
嘉
謀
施
行
に
係
ろ
工
郭
の
執
行
股
況
に
塩
~
詞
胃
附

．す
る
こ
さ
等
そ
れ
ぞ
れ
盆
翡
L
て
い
る
。．

，
．

、

｀
＇
｀
．．

．
が
多
く
、
叉
悶
委
以
て
g
5
翠

―
h

文

郷

に

は

取

扱

誓

盗

・
11
左
2
逍
り
で
含
て
、
水
泣
改
良
廓
業
及
び
水
毀
複
務
事
業
に
一
戦
且
の
定
現
只
及
び
服
務
状
況
．

，
．

．

，

・ゞ
＇

、
戚
し
て
お
く
ぺ
｀
さ
で
あ
ろ
が
r
戸
‘
鈷
行
さ
れ
て
い
な
い
。
悔
靡
一
部
の
繰
悠
笥
．
は
荏
誓
に
讐
L
成
級
ば
概
れ
良
好
で
識
且
の
賞
品
務
吏
貝
ー
名
技
術
吏
岱
岱
買
―
―
―
十
九
名
，
，`

．

、

・

計
四
ず
八
名
で
菰
貫
菌
贋
に
各
一
名
さ
技
術
且
二
名
の
欠

、、"”

●ご
い．h

．
量
に
市
長
公
印
た
捺
印
し
た
も
9
の
が
二
姓
ぢ
だ
が
｀
公
印
の
取
扱
・
わ
っ
厄
'

,
.
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I
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-．醤
及
一
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爵
靡
一
丸
施
額
す
＂

c
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り
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現
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四
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四
名
の
賛
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畠
贋
―
―
―
十
五
名
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.，
市
内
出
張
手
常
ば
四
時
間
以
上
に
亘
ろ
場
合
に
限
り
支
給
す
べ
．
＇

1

9
,
‘
.
i
‘
'
き
で
あ
る
が
こ
れ
に
隠
夜
勁
務
者
に
封

L
て
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給
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又
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者
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弼
し
て
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給
．
i

ヽ

H
,
1ん
一
嗅
哭
0

,

＇
，
入
空

‘
-
R
-
2
1
1
,
,
'
_
1
.
"
9
,
1
’
l
|
|＇，

1

トー
1
1
,↓

〔
二
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た
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し
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が
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取
扱
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適
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で
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い
か
ら
充
分
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意
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各
自
謀
用
の
物
品
に
つ
い
て
1
1備
品
保
符
簿
に
そ
の
供
用
年
月

裕
四
―
-
＾
ぶ
―
―
―
―
―
-
＾
‘
一
平
七
．

、
よ•
L．
↓

U

九
記
入
す
ろ
さ
共
に
捺
印
-
}
し
む
べ
き
で
あ
ろ
が
之
．
町
饂
理
た
i

捻
？
蕊
ぎ
{
•

事

其

の

他

：
F

／
，
．
怠
っ
て
お
り
又
保
管
雙
J

自
轄
車
及
び
枝
服
代
興
等
の
連
繋
．
が
全

K

詔

孜

天

空

＾

芸

＾
9
C

六
一
写
ぶ
3
0

,
い

•
V
．
さ
れ
て
い
な
く
整
理
．
が
不
充
分
で
あ
ろ
か
ら
適

j
Eに
起
哩
し
て
、
塩
素
穂
困
室
其
の
他

修
理
工
事
其
の
他

[
-
．
報
砺
ぃ
皿
保
管
に
曼
元
期
す
盃
要
が
誓
゜

、

直

杏

六

四

、
l
-

――

-3-―
．
四
、
―
―
―
―
-
．
o
o
c
i

牛
田
浮
・
水
楊
謝
姻
池
．
＇

〗□
9
-
5臨
時
峨
且
の
出
蜀
簿
中
川
欠
不
明
瞭
な
し
の
各
い
時
間
外
内
恣
砂
取
工
事

,t9[ 

9:．
の

記

載

洩

れ

或

ほ

延

H
敗
の
逹
舘
等
が
多
数
あ
っ
だ
か
用
劾
縮
ば

こ
ヽ

o

t

二

じ

さ

‘

`

コ

1
1

:ヽ.、
-
1

一
'
y
.
i
-
J.. 一そー
J

.

〗
筐
ポ
~
給
奥
算
定
の
某
で
わ
ろ
か
ら
特
に
留
意
L

て
登
理
せ
ら
れ
了
し
言

,'9 

.. 
9

-

5

」.,＂,
i
.
9
9

り

6

直
管
工
事
の
幼
葬
帯
中
決
裁
阪
分
た
映
つ
て
施
行
な
し
た
る

t
'

ー・・

の
が
多
ぐ
又
工
事
の
殆
ん
·
•
,
J
.
,
f
)

決
裁
前
に
管
手
L
.
i／
し
の
が
多
四
淮
永
場
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

く

、

甚

た

し

く

な

岱

な

欠

い

で

い

る

。

之

等

壬

叫

に

つ

い

て

ほ

憩

雅

水

場

管

珂

の

軍

要

性

に

つ

い

て

こ

）

9

，
工
島

叫

占

し

て

年

度

窃

初

に

お

い

て

財

源

は

確

立

し

て

い

ろ

の

で

あ

る

か

ら

、

で

あ

り

賞

鴇

に

お

い

て

し

常

に

場

面

•
か
か
る
不
合
理
の
な
き
ょ
う
水
務
手
俄
な
迅
速
に
し
て
完
佃i
i
j
る
狩
備
或
は
守
術
の
強
化
た
距
ろ
等
社
な

ぃ．．

．．
 

世

烈

心

保

管

す

べ

き

で

あ

ろ

。

へ

諸

じ

て

お

り

＼

こ

さ

に

宿

生

面

に

云

な

乏
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．
期
す
る
さ
共
に
完
全
な
る
税
索
減

ご：

7
．
．
猜
員
工
事
に
つ
い
て
．
も
同
様
に
決
裁
翫
分
か
誤
つ
た
も
の
及
び

ぐ．，屈

が
管
理
の
状
況
は
良
好
で
あ
っ
た

．
昏
」
・
・
決
裁
前
に
浩
手

L
た
し
の
が
多
く
、
叉
夜
躁
年
月
日
よ
り
決
裁
涜

の
年
月
日
が
前
H
さ
な
っ
て
、
ろ
し
の
、
或
は
着
手
竣
工
共
に
設

しヽ

}
ヽ
．
．
＇
，
計
害
祀
城
の
エ
期
よ
リ
ー
ケ
月
し
遅
延
し
て
い
ろ
ら
の
が
お
る
が

5

・
膝
来
充
分
の
注
意
．
か
望
ま
し
い
。
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執
行
状
況
．
．
．

{、ニ
ロ
十
昭
和
二
十
五
年
度
中
に
お
け
ろ
裳
場
施
行
に
係
る
工
事
の
執
行
訣

〗
二
五
．
況
は
左
表
の
通
り
で
延
物
其
の
他
の
修
理
な
除
く
外
ば
滅
過
池
の
．

し
六

に
＇
ー
、
十
清
芭
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び
新
砂
の
採
取
叉
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抽
砂
工
冶
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あ
っ
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概
れ
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定
の
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疾
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さ
す
る
°
但
し
、

．

規
則
ぽ
四
十
五
條
に
よ
り
市
長
の
承
認
●
得

〗

•r

_-1-
——

-

．．． 己
冒
―

-
•
I
t

¥
,

..「
應
―
―
項
の
規
定
に
よ
り
平
均
給
狽
額
た
計
算
す
る
こ
さ

冒
'
.
ー
・＇
一

年

度

腐

誓

篠

第
ー
一
項
臣
規
定
ず
が

ゴ
支
掃
わ
れ
ーー
］
第
四
項
J

.
9

』

.
.，
．．
 

賢
い
．
〗ぶ
ぃ
給
奥
」
もli
.'
そ
の
期
問
内
に
現
毘
羞
ゎ
磨
給
●

＂
｝．．`
．，

．

ー
・

＇

．て
打
研
補
依
が
行
ぅ
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
●
ぃ
°

'
，

9
9

.. [_9.
.
,
e
.し

五

痰

喜

懇

袋

げ

る

べ

さ

者

が

、

，柚

依

羹

lJ．亙
前
に
死
，

ヤ‘

が

で

き

夜

翌
＇合
」
及
び
砿
―
―
―
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し

亡
し
厄
合
、
そ
の
補
償
は
こ
れ
な
相
縦
人
に
支
給
す
．

．．
9

・
[～

•
E
千
均
給
典
額
．
か
踏
し
く
、
公
正
た
欠
く
場
合
」
に
お
け
ろ

ぶ
盛

・
ー
＆

•9. ＇

（
年
末
＿
苓
及
び
[
)
れ
に
準
す
る
給
翠
蓋

V
o
)叉
ほ
支

．

星
i六
・
い

9

、
'〗
喜
慧
信
靡

(
5蘊
誓
翌
息
翡
）
の

｀ー
ミ

J
'

誓
国
・

•

平
均
偉
額
は
、
規
則
第
六
條
の
定
誓

9
J

心
ろ
に
よ
ろ
。

ぷ

（

・・
・
、
で
あ
ろ
。
閉
．
そ
の
期
間
内
の
農
に
、
次
に
禍
け
る
よ
．

．

．

る

。

畠

靡

醤

醤

侭

っ

．

い

て

も

同

様

さ

す

る
0

但

9
5

.

.
、
.
L

扇
族
抽
依
に
つ
い
・
て
ほ
條
例
摩
五
條
の
定
め
●
ぷ

j
—

,•
[
f
‘

翌
・
訂
〗

・

、”

.

.
-．
ご
1
な
聾
元
含
む
『iJ
き
ば
、
そ
の
給
奥
に
つ
い
て1
1、
そ
の
第
四
條
誓

＇

ろ
に
よ
‘る。

支
給
方
法
ば
規

•[

ら
疇
―

.

.
9
,
2

期
間
に
芳
す
る
本
来
の
給
愚
に
爵
し
岱
の
に
よ
ろ
し
の
第
一
項

苫
ぶ
．
，
9r
,
、
さ
す
ろ
c

ー
ユ
贔
」
、
在
、
僻
菜
、
担
思
塁
、
悠
成
免
瑛
、

i
t
f
．
六
療
•
狂
北
霰
の
請
求
方
法
醤
醤
[
+
條
、
9

[
“
企
：9

.

、．：

日

翌

い

に

採

用

さ

れ

盆

．

か

．

そ

の

月

に

塁

羞

乳

荻

及

び

失

職

た

い

う

。

．

．

則

平

ー

ー

一

條

及

び

摩

四

條

の

定

め

ろ

さ

こ

ろ

に

よ

[

'

.. 

第
八
條
即
係

．
ぃ
．
、
‘

` f
ぐ〗`

栂
合
に
お
げ
ゑ
嘉
喜
需
、
晨
地
手
常
等
の
前
二
態
稼
後
に
お
い
て
も
、
公
務
上
の
懇
古
（
沿
戦
後
の
焚
病

-
5
燐
~
畠
毘
‘
次
の
湿
り
さ
す
ろ
。

．
．
．

蒻

の

給

輿

・

及

び

再

褻

か

含

む

。

）

に

針

L
て
ば
、
在
戟
中
●
i
J

同
様
に
柚

屯
報

い

屈

懇

鷹

醤

患

祗

竺

翡

含

む

0

)

誓

□．．．
 
豆

．

さ

か

の

ぽ

つ

て

昇

給

●

蒻

綴

図

芯

れ

．

冗

楊

合

の

．

償

な

行

う

t
の
で
あ
る
。

一

⇔
診
糊
上
必
要
な
わ
ら
ゆ
ろ
化
學
的
定
怖
椋
茸
煎
微

．．
 `
 

9
'
給

輿

”

-

．

＿

一

体

業

柿

懲

に

つ

い

て

lf
贔

隠

梃

年

の

ば

勤

登

＇

ろ

・

翌
屯
，
i
r

.
1

一
．

こ
さ
が
て
き
な
い
楊
合
さ
大
休
同
じ
程
度
の
負
俗
久
ほ
疾
荊

雰
哺
．．
 
゜●
‘□
1

一

棗

委

の

「

詑

H
数
」
・
さ
は
瓜
晰
そ
の
他
勤
務
心
変

・

塵

的

桧

査

、

細

嵐

魯

査

靡

鸞

悶

．

V

ー・[•• 

ー

ソ

・

・ゲ
ゾ
璧
査
及
び
そ
の
魯
怠
i

.

.

i

.

.
`

砂
5
,
5

，
｀
・P[

し
な
い
0
た
含
む
肝
日
数
の
こ
委
あ
り
．．
 

但

寄

第

一

盟

．
で
あ
ろ
場
合
に
は
冨
塁
で
わ
っ
て
も
柚
伐
な
行
う
も
の
．

ッ
L..

．

．

．

 

固

醤

囃

臨

盗

―

て

の

他

庶

盈

鸞

条

＂

．

ロ

・

i
.

C
現

rt

.7r..q．

□9
,
の
「
勁
務
し
た
日
敗
」
さ
ば
、
そ
の
期
間
内
に
お
い
‘
、

で
あ
る
。
．

ロ

ロ

／

9

参

例
公
務
上
の
災
平
11

で
あ
る
か
ざ
う
か
た
認
定
す
る
場

合
の
死
体
俯
剖
、
死
後
の
診
斯
叉
ば
僻
師
の
行
っ
た

死
体
の
手
術
前
の
位
槌
合
、
内
殿
露
出
物
の
還
納
等

．
の
幽
印
皿

四
荊
院
久
ば
診
択
所
へ
の
収
容
の
範
間
は
、
次
の
流
リ
さ
す

ろ。
け

入

院

料

⇔
入
院
料
に
食
事
料
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
現

穴
に
嬰
し

t
食
事
の
筏
用
。
但
し
、
そ
の
費
用
は
一
f
l

．

に
つ
き
百
五
十
円
在
こ
＾
て
は
な
ら
な
い
。

伺
特
殊
の
れ
侶
叉
ば
疾
病

G2
さ
え
ば
食
道
管
の
障

害
）
の

t
め
流
励
物
の
よ
う
な
特
殊
の
食
事
な
閤
師
．
か

必
英
さ
認
め
た
曲
合
ば
、
前
氾
二
の
但
肉
に
よ
ら
す
―
て

の
現
宜
に
要

L
た
食
水
の
役
川

四
入
院
中
死
亡
し

t
楊
合
の
死
体
安
骰
料

五
牙
調
の
範
阿
ば
、
次
の
部
り
さ
す
ろ
。

け

訊

症

の

t
め
悴
師
．
か
倍
に
看
浪
締
一
牙
渡
椋
．
か
い
な

い
ふ
ら
こ
れ
に
代
つ
て
附
沿
紛
た
附

L
t
揚

合

な

含

む
。
）
の
牙
製
か
挺
す
ろ

t
の
さ
認
め
た
楊
＾
口
ば
、
入

院
巾
で
わ
る
↓
J

自
宅
根
捉
巾
で
わ
る
7

J

た
問
わ
す
―
て
の

介
渡
料

⇔
入
院
中
の
西
へ
山
、
行
沢
拉
又
は
附
派
紐
~
守
な
得
ら
れ

な
い

t
め
に
こ
れ
に
代
つ
て
宋
族
が
附
ヽ
｀
沿
つ

t
場
介

Ii
：
王
の
附
沿
の
牧
川

白
前
叫
日
の
牙
氾
料
は
．
岱
欧
地
方
の
阻
行
料
金
．
前

氾
⇔
の
附
揺
“
の

R
川
は
、
然
訳
地
方
の

A
"乃
四
紛

の

ttt行
料
金
に
よ
る
。

g
前
記
国
の
介
貨
料
郊
に
介
事
料
が
含
よ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、

・一
日
に
つ
き
百
円
の
範
閲
内
で
現
代
に
要
し

た
食
事
の
股
用

移
送
の
範
園
は
、
次
の
池
り
、
r
J
-
'

ろ。

日
災
害
の
場
所
か
ら
病
院
、
診
根
所
等
ま
で
移
送
す
る

場
合
久
は
療
養
中
他
の
病
院
、
砂
療
所
等
へ
轄
送
な
必

翠
Jヽ

す
ろ
楊
合
の
交
流
毀
、
人
夫
負
及
び
術
泊
料

⇔
病
院
，
診
根
所
等
へ
受
診
叉
は
瀧
院
の
た
め
の
交
通

匹
固
獨
歩
の
で
き
な
い
楊
合
の
介
諌
附
涼
に
要
す
る
我
川

四
災
害
の
場
所
．
病
院
叉
は
診
旅
所
な
ざ
か
ら
自
宅
ま

で
の
死
体
運
搬
の
究
用

国
・
そ
の
他
必
要
さ
絃
め
ら
れ
ろ
移
送
の
牧
用
で
現
穴
に

変
し

t
も
の

七
根
蕊
柚
償
は
、
前
記
ー
か
ら
六
よ
で
に
批
げ
ろ
根
姿
の
範

阿
内
で
、
個
々
の
負
悦
叉
ほ
疾
甜
に
つ
き
祉
會
瀧
念
上
必
瑛

さ
認
め
ら
れ
ろ
し
の
叉
は
陪
師
が
必
疫
で
あ
リ
、

Jl
つ
、
相

岱
さ
認
め
だ
t
の
さ
す
ろ
。

第
九
條
梱
係

一
給
奥
條
例
の
規
定
に
よ
り
給
料
叉
は
こ
れ
に
相
賞
す
ろ
給

夙
の
全
頷
な
文
絵
さ
れ
る
場
＾
＂
ば
、
休
菜
柚
依
は
支
給
し
な

、。", 

ニ

ー

0
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
扱
旋
の

t
め
勤
務
す
ら
、
―
、
r
J

が
で
さ
な
い
時
間
が
あ
り
、
そ
の
時
問
に
つ
い
て
給
奥
た
交

け
な
い
楊
＾
い
は
、
平
均
給
躾
額
か
ら
そ
の
U
に
文
約
さ
れ
た

絵
択
額
た
茂
し
引
い

t
額
の
百
分
の
六
十
に
相
賞
す
る
金
額

か
休
業
補
訊

J`

し
て
文
5
翌
’
ろ
。

―
―
―
休
業
期
間
中
に
U
躍
―
て
の
他
勤
務
た
匹
し
な
い
り
が
わ
っ

t
楊
合
は
、
そ
の
＂
に
つ
い
て

t
休
菜
柚
償
た
支
給
す
ろ
。

四

死

亡

L
t
u
の
休
焚
柚
償
ば
、
一
日
分
↓
）

L
て
文
船
す

ろ
0

こ
の
迅
各
―
く
の
＂
の
分

7』

9
そ
文
給
さ
れ

t
約
昇
．
か
わ

る＜
J

さ
ば
、
前
記
ー
ー
に
よ
ろ
。

五
休
憑
柚
償
に
つ
い
て
は
、
條
例
笹
＿
＿
條
第
五
項
に
ホ
じ
、

そ
の

0
瞑
に
つ
い
て
燐
敗
は
環
た
す
る
し
の
さ
す
る
。

塁
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応
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六

.. • 、

第
十
條
期
係

第
一
項
・

-
「
な
お
つ
た
7
J

き
」
さ
は
、
完
全
治
ゆ
の
み
で
な
く
、
症

販
か
固
定
し
・し
ば
や
岱
療
効
果
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
だ
」

き
な
い
う
0
.

二
同
一
の
水
故
に
よ
つ
て
、
二
以
上
の
負
俗
叉
ば
疾
括
．
図

ろ
さ
き
は
、
．
そ
の
二
以
上
の
気
侶
叉
は
疾
病
の
こ
全
部
が
な
お

．
っ
磨
さ
を
つ
て
前
記
一
の
一
「
な
お
つ
た
さ
き
」
さ
す

ろ。

―-i

次
の
各
嬰
に
掲
げ
る
身
体
限
土
仕
、
そ
れ
ぞ
れ
ー
つ
の
ル
一
．

体
院
年
1

さ

し

て

扱

う

し

の

さ

す

る

。

．

一

日
雨
眼
の
観
力
節
屯
、
親
野
障
也
―
て
の
他
祖
眼
の
懇
w
i

（
ま
つ
毛
ぱ
げ
た
除
く
。
）

⇔
雨
耳
の
隠
力
障
害

固
雨
上
肱
の
欠
拍
叉
ほ
槻
能
の
全
底

四
ー
上
肢
の
間
節
枇
能
の
川
股

四
一
手
の
指
の
欠
拍
叉
ば
用
腹

内
雨
下
肢
の
欠
損
久
ば
概
能
の
全
庖
．

⑱
一
下
肢
の
梱
節
撒
能
の
川
班

囚
一
足
の
足
指
の
欠
拍
又
は
用
脱
↑

、

、
、
、
、

・
⑩

そ

し

ゃ

く
7

J

打
甜
の
恨
能
の
川
脱

、、

(
+
）
雨
側
こ
う
九
の
夜
失

（
ヤ
ー
）
田
手
の
手
指
の
全
部
の
炭
失

G-＿
)
．
附
足
の
凡
指
の
全
部
の
伐
失

四
節
屯
捕
償
の
詔
求
の
方
怯
は
、
規
叫
箔
十
條
｀
支
約
の
カ

法
は
規
川
第
十
＿
＿
＿
條
の
走
め
る
9
J

こ
ろ
に
よ
る
。
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ー

雷
い
障
喜
二
つ
の
み
に
よ
つ
て
第
三
•
項
各
鼓
の
い
す
れ
に
、
な
お
、
そ
の
職
員
が
蛾
方
公
務
員
・
法
第
韮
十
八
條
第
二
項
但
ほ
規
則
ぷ
叫

T
-＿
＿
條
の
定
め
ろ
さ
こ
ろ
に
よ
ろ0

lー
1ー

＇

硲
丁
七
條
期
係

．
．
：

~

該
岱
す
ろ
か
た
定
め
ー
そ
の
二
つ
の
う
ち
の
煎
い
庶
寄
の
等
脊
及
び
附
則
第
二
十
項
、
第
二
十
一

•項
の
規
定
に
該
賞
す
ろ
．
＇
〗

ヽ`
J

叙
に
つ
、
＞
て
繰
り
上
げ
た
行
う
し
の
さ
す
る
。
し
の
で
あ
ろ
さ
き
ば
、
木
條
に
定
め
ろ
外
、
苓
節
誌
準
監
替
｀

，

＇
，＇
，
＇
1
,
〗
＇

〗
聾玉
然

一

項

．＇，＇

[
1
六

第

四

項

官

跨

の

認

定

な

fQf

吝

る

。

一

覧

柿

唇

「

な

お

る

」

中

で

行

う

の

で

：

木

條

の

打

切

．
．99

，＇ヤ

『
．

，
柚
償
の
規
定
ば
、
原
則
↓
J
し
て
登
励
さ
せ
な
い
方
針
で
め
る
．

．
‘

9'（
本
項
に
よ
り
制
限
か
う
け
ろ
楊
合
は
、
第
十
一
デ
誓
第
九
叙
第
十
二
條
間
係

．

．
 

か
ら
、
特
別
の
添
情
に
よ
り
こ
れ
を
打
う
必
要
が
わ
る
場
合

、．．い

口
．．
 
，`

か
ら
第
二
殺
ま
で
、
及
び
第
十
二
叙
さ
第
二
級
の
障
害
．
か
わ
る
一

．

公
務
上
の
死
亡
に
区
租
禿
中
の
死
亡
．
負
併
叉
は
捉
病

7
5

.

-

．は
、
規
則
第
十
五
條
に
よ
り
’
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
た
袖
．
，
＇

'
[

場
合
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
ほ
繰
り
上
げ

E守
級

に

よ

の

再

狡

に

よ

ろ

死

亡

な

含

む

。

て
行
う
し
の
さ
す
ろ
0

ら
f
9
、
そ
れ
ぞ
れ
の
等
叙
に
よ
ろ
金
額
の
合
銘
額
に
よ
ろ
，
ぶ
ツ
、
二
逍
族
柚
僕
の
賭
求
の
方
法
は
、
規
則
始
十
條
及
び
第
エ
―

さ

す

る

。

、

．

懇

喜

の

方

法

1

1

翡

皐

三

條

の

定

め

ろ

さ

こ

ろ

に

一

．
二

打

切

柚

償

の

甜

求

の

方

法

ほ

翡

摩

條

及

び

硲

喜

．

．

よ
る
、リ

塁

項

一

條

ヽ

支

給

の

方

怯

は

規

則

皐

―

―

一

條

の

定

め

る

さ

こ

ろ

に

よ

口

＇

ろ。

[
『
＇
．
．
一
既
存
障
者
が
わ
ろ
者
．
内
新
た
に
開
は
心
受
け
t
場
合
一
第
十
岳
関
係
．

ロ
報

，
‘[

ば
前
後
の
障
害
た
合
L
ざ
誓
．
か
、
前
記
第
一
翌
一
の
各

―

―

一

扁

麿

屈

鷹

L

な

い

が

氣

員

の

死

亡

営

時

事

究

凸

翠

八

條

梱

係

9

9

．

か

rd

供

の

分

割

支

給

ば

、

規

則

皐

盆

喜

摩

七

條

の
9
4

,

．

戟
に
掲
げ
ろ
防
害
の
い
す
れ
か
に
嘉
す
る
さ
き
は
、
本
項
一

市
・
に
該
祢
す
ろ
t
の
さ
L
て
取
り
扱
う

i
の
さ
す
ろ
。
但
し
、
妍
姻
仰
係
さ
闘
様
の
痺
僻
に
わ
っ
た
者
か
含
む
。
」
さ
は
、

戸
籍
上
の
醒
偶
者
が
い
な
い
塩
合
に
限
り
．．
 

そ
の
者
か
院
偶
め
ろ
さ
こ
ろ
に
よ
ろ
。

-..5
新
た
な
障
害
の
み
に
つ
い
て
計
舘
L
た
方
が
職
且
に
有
利
な

、

さ

き

は

そ

の

障

合

の

み

に

よ

ろ

c

‘

者
さ
L
て
取
り
扱
う
も
の
さ
す
ろ
0

但

し

、

そ

の

者

が

戸

籍

第

二

丁

條

即

係

．

f

二
本
項
に
よ
っ
盃
L
引
く
べ
き
「
従
前
の
歴
＇
に
班
す
ろ
上
他
人
の
前
偶
者
で
あ
っ
た
雙

r
ば
、
糊
偶
者
さ
認
め
な
一

．

一
審
査
訪
求
の
手
績
、
筈
宜
の
方
法
等
ば
公
平
委

n谷＂況

•
9

寸U
.
f

、
0
し

〗

塵

1柚
依
の
金
額
」
は
、
従
前
の
開
い
に
犀
嘉
叙
の

H

一
則
の
定
め
き
」
そ
｀
J
こ
ろ
に
よ
る
。
一

，

数

に

よ

っ

て

計

銘

し

t

金

額

さ

す

る

。

．

ー

ニ

．

「

警

し

て

そ

の

収

入

に

よ

つ

盃

悶

維

持

し

て

い

1

二
地
方
公
務
員
翡
翠
八
條
第
二
項
但
津
ぃ
及
び
附
則
第
二

．
者
」
さ
は
、
大
休
次
の
標
雙
で
認
定
す
る

L

の
さ
し
、
箪
に
十
項
、
佑
二
．
T
-
項
に
該
指
す
—

C．
麻
只
は
、
翌
翌
蔽
嘉
．

翡

晏

ー

に

し

て

い

な

み

沈

さ

れ

ろ

し

の

は

含

ま

な

い

。

八

・

丁

器

條

喜

翠

靡

の

定

め

ろ

き

る

に

よ

ろ

0

.

.

翠

一

條

梱

係

'，，
t.,、・ロ＂

第
二
十
一
條
闊
係

.•

• 

—
'

「
前
大
な
慶
」
・
[
J
1
1
五
さ
え
ば
次
の
よ
う
な
楊
合
の
．
．
日
そ
の
者
の
勤
翌
麗
塁
乳
雷
翡
等
の

'

,
f
,

こ
さ
で
め
ろ
0

・_.

'

'

所

得

年

額

．

か

一

一

五

、

二

0
0円
程
度
以
下
で
あ
●
…
、
J

ャJ

―
頁

令

巧

、、

「
そ
の
他
の
脳
保
人
」
さ
は
、
公
平
界
翡
ゑ
忍
ぢ
，
．
i

r

，

・

日

職

員

が

法

律

、

命

令

帝

し

く

は

條

質

規

則

等

に

述

・

・

⇔

不

具

は

い

疾

者

の

溢

令

は

、

前

拶

に

よ

ろ

ほ

か

｀

．

終

．

．

c

,

．
．
又
ば
究
施
機
即
．
か
、
植
依
の
宜
絋
の
た
め
に
必
梃
さ
認
め
た
者
．
‘

反

L

て

京

故

な

衰

生

さ

社

t

楊

合

身

廃

務

に

服

す

ろ

こ

さ

が

で

き

な

い

秤

度

の

t

の

で

あ

で
あ
っ
て
、
た
さ
え
ば
、
現
認
者
、
陪
師
、
所
圏
部
局
の
戟
且

；

口

喜

場

所

に

お

け

る

安

全

衡

生

管

理

上

さ

ら

れ

｀

互

琲

ろ

こ

7

J

.

•
•
項
が
一
般
に
痙
ば
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
す
、
こ
れ
・
回
賛
．
か
他
の
者
さ
共
同
し
て
阿
一
人
か
慈
査
し
て
い
．

.r
 

.
――
 疇， 〗
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口
由
出
い
い
げ
汀
娯
十
ー
ハ
條
｀
い
で
の
賃
．
か

r
f

」
し
て
も
閉
て
い
る
省
-
付
;
｀
[
わ
る
。
｀

“

六

．

．
い
ろ
に
か
か
わ
ら
す
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
で
祁
放
貪
ー
「
非
祭
な
行
う
者
」
は
、
死
亡
点
贋
の
逍
族
わ
る
い
「
そ
の
他
の
間
係
人
」
さ
ば
、
塁
・
丁
一
條
第
一
項
に
同
じ

°
i

誓
．．
 
ば

い

場

合

は

他

人

な

間

ぶ

、

現

定

に

そ

の

贋

乳

祭

か

行

っ

盆

笹

一

項

”]、‘十
、.,."―-n
 

・
夭
＇
二
本
條
の
羹
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
十
玉
條
の
規
定
に
よ
'
(
J
'
'
ろ

0

身
分
を
加
す
糀
票
は
、
規
則
第
一
一
十
二
條
の
定
め
ろ
さ
こ
ろ
[
^

．昭

L

.

'

芯

喜

ば

喜

靡

翁

て

行

う

t

の

さ

す

ろ

。

二

非

祭

補

償

の

話

求

の

方

法

ば

規

則

第

十

條

、

支

給

の

方

法

に

よ

る

。
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C

□
-

う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
翡
で
悶`

｀

r
ろ

。

四

翡

叉

ほ

魯

歴

の

煎

路

に

お

い

て

水

翌

吸

生

L

t

<

J

マ
J
す
る
。

．． 

l
_＿
盟
二
の
場
合
の
平
均
給
奥
額
ば
、
條
例
施
仔
の

H
前
の
場
合
い
~
翡
邪
局
の
・
式
典
創
立
記
念
翡
）
に
お
い
て
き
よ
う

．

期
仇
逍
銘
L
‘
條
例
で
計
葬
1`
ろ
0
•
•

国
職
且
が
そ
虚
唇
岳
必
喜
悶
ー
も
ぇ
伍
泣
総
即
さ
れ
品
＾
＂
各
塁
名
喜
に
よ
り
魯
．
が
流
例
さ

四
條
例
施
行
の
11
前

に

根

翡

應

ぅ

け

て

い

た

期

間

は

、

翡

翌

贄

j

中

に

お

い

て

腐

．

か

登

生

点

場

合

な

っ

て

い

ろ

楊

念

窃

農

物

に

ょ

委

儡

條
例
に
よ
る
班
靡
償
の
期
間
に
蒻
を
、
皐
七
條
の
規
肉
勤
務
拗
所
又
は
そ
の
腐
翡
に
お
い
て
、
そ
の
股
佃
の
回
佛
染
刹
に
描
患
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
に
出
那
旅
行
す
る

定

翡

嬰

‘

ろ
0

不
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呑
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り
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悲
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應
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＾
m
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訊
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行
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L
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-î
E、̂

O^r̂
-――

｀
 

悶
ニ
・
T
六
年
皮
一
絞
合
併
並
び
に
建
阪
費
歳
入
欣
況

収
入
顔

現

に

T
 

予
算
額

牙

目
g
f
l

川
淑
＾
l
l
‘
^
―
-
＾
品
翌
‘
-
＾
九
‘
-
＝
-
＝
-l.＝益

1
市
我
六
り
三
‘
-
0
^
、
七
一
率
一
上
四
、
翌
一
、
c
――五

2
使
用
料
及
手
敷
料
＾
四
六
．
六
9
六
、
七
9
四
一
四
‘
平
四
d
‘
^
＾
＾

5

紐

越

金

-

l

-

2

-

上

．

六

9

-

l

ー

4
公
企
粟
及
財
炭
牧
入
平
、
エ
9
平
、
醤
―
―
一
空
一
．
―
―
-
H
―
―

園

縣

依

存

分

区

一

四

、

発

九

r

llli;l 

1

―平
a
．六究．
h
―-―――

1
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
共
、
ま
さ
=
-
l
^
-
＝面
、
翌
＾
ヽ
0
0
0

3

姻
爪
支
出
金
．
菩
一
、
姿
0
、
＾
益
一
合
、
写な
、
文
九

3

縣
支
川
金
ー
＝
―
―
―
-
l
‘
き
、
9
―
―
―
-
〖
、
翌
l
よ
醤

4iii

訳

盗

互

J
D

、000

llli,j、ooo・ooo

そ
の
他
雄
牧
入
畏
、
0
た
、
E
^
ん
―
-
l
、
~
!
W
O
Q
i
j

］
寄

•
M
t

金
七
、
一
益
、
u
o
-
突
七
六
四
、
0
0
0

2
雑
牧
入
―
―
四
．
竺
が
、
九
-
1
-
＿
き
合
一
六
四

3
換

地

消

算

徴

収

金

一

n
，哭^
四一

4

楳
入
金

•

四
‘
―
-
0
咬
羹
ー

計

―

―

r

C

空，
H-六、＿翌

＇

四七
J

、IE--l、Eい
一
I-

宿
初
予
算
額

二
十
六
年
度

現
在
予
符
額

男
、
長
、
上
四
＾

翌
区
癸
．
が
豆

．

=-2奨`
―-＝――――

一．l九六、六^
九、九[H

二
十
六
年
度

現
在
予
紅
額

＝
l
-
芸
翠
、
四
哭

9
会
、
＾
竺
r
=
-
0
0

』

が
、
翌
＝
r
-
冦

go,七
圭
、
ぢ
ェ

二
十
六
年
度

現
在
予
算
額

合
、
全
＾
‘
ユ
翌

m-l四、立がた、
l
-

＿工

癸
、
0
^
＾
ぶ
＾
九

――、0*――品一交一毛七

総
額
こ
封

L
予
釦
訊

の
百
分
比

△

．六
＝
＝
r
六
益
、
圭
＾
弄

△
翌
＾
．
翠
．
六
が
d

元

△

上
3

、
0
浜
、
九
〇
六
四

△
―
-
^
．
き
、
（
を
一
六

△

率

t-―
-
＝
-
、
九
九
0
1

ム
が
澁
．
九
＿
＿
九
ぶ
九
＿
＿
品

△
四
き
哭
、
-
=
=
-
＾
四

△

=-l
{
＾
、
数
―
-
l
、
―
―
共
―
―
七

△
―
―
六
、
九
た
＾
、
h
-

七

＾

i

△

H
l
六
．
七
0
0
、
0
0

tl:/ 

△
一
四
、
上
翌
、
四
＾
四

．

＿＿

△
-
‘
四
0
0
、
0
0
1
ー

△

が

、

忌

、

翌

．

ー

ー

子
品
｀
＾
四
l
ー

△
匹
．
＿
＿
品
、
エ
変
＇
ー

一
盈
九
＝
r
＝
名
＝
l
、
や
王
四
一
0
0

汲
五
予

差

牧
入
額

、

算誓

最
終
予
採
額
に
到
す

ゑ

日

分

比

培

況
塁
べ
房
、
変
―
―
氾
＾
岱
―
-
＾
．
-
l
-
―
-
9
エ
~
岳
、
0
翌
3
i
o
九

ー

器

i
-
1

虚

送

・

ヽ

百L予

醤 il主合売益き三翌竺 z. I．て元乏
分牧算
比入額

翡

比す総
ろ額

吾天差ざ百l:
分封

比す総

さ
ろ額・

〇＝菜空百1こ．
分封

、

諸

支

出

金

歳
出
合
計

交
＾
六
、
0
ど
、
―
―
沿

六共、六七^

-̂B、――四四、――-EB

迄
六
，
店
＾

一匹^
r_＿孟・o^
1

T
 

――――― 
ヽ

個

・ガ.., 

備

考

出ぃ



一
、
廷
一太

股

哭

翫）

科
科斗

l9 歳

一
、
國
庫
支
出
金

二

、

株

入

金

三

．

雑

収

入

四

．

市

伯

五

、

繰

越

金

六
、
換
地
餅
算
復
牧
金

七

．

寄

附

金

歳
入
合
計

日 特~
歳

岱
初
予
算
額

設

双最
終
予

辟
粕
額

放

給

予

拓

額

に

封

す

牧

入

額

ろ
百
分
比

-
k
g
、100、uoo

1
1
0
き
品
、
空
七
厄
一
l
^
1
、
当
―
‘
邑

苔
―
-
C
が
、
二
器
芸
、
六
月
一
七
i

-

＿
匹
七
1
、
窓
3
ぶ
―
-
l
心

さ
0
.
0
〕
一
茨
a
)
o
r
.
;
;
,
(
＾
一
匹
、
翌
―
r
a
之

品i=-．ェ空，000

J5j;j.翌0300

ll~ 

l―W1100、000

―
-
＾
、
平
え
、
一
益
四
一
ハ
、
盗
l
，
四
兵

―-l、六00、ooo

:
r
o
:
i
o
、
J
o
o
-
四
1
-
＿
-
0
、
た
1
9

．
，
1
.

—
一
、
り
0
0
、
o
c
o
ー
一
、
4只0
、
C
C
o

交
六
、
足
r
-
―
北
茨
四
．
六
g
‘
―
―
四
四
一
3
0
四
i
呼
益
い
え
を
一

岱
初
予
葬
額

欣
終
予
葬

最

終

予

銘

額

総

額

に

封

支

出

額

す
ろ
百
分
比

窒

3-四
七
、
C
O
O
吃
西
．
共
上
、
六
i

＝
ー
な
四
―
―
―
立
、
姿
四
、
（
翌
＾

蒋

担

虚

婆

、 19
9ヽ

内
十十九八七；；K五四三二/――へ、
ヽ ’`‘• , .．＇縣咋苦

痰 rfi
‘雑繰繰寄麻國使公地哉法

ー 用企方附に
入 眼
合

支 料業財加ょ

訊． 牧越入附 支及財、平
久政税ろ逍

/fl 
出
手産衡そ税
数敬交の牧

餞入金金金金金料入付他入麻
金 へ

岱 ＾ー ？`・，

初 チ乙ー ．四ヨとエ・ 四
四しブ ヨ,._ ,・ミ^ 1U  

,．` 
千 ー 、ヽ． ヽ ・、 ... 9'ミニ

ニュ••四三
ヽ・ヽ

$r.. 癸屈笈 畏 ．毛店究九 臼空
額頂‘‘‘ ‘ ‘ 

>＇i ャニ
、• 三こ』＾ ・ヒ ー四ヨL メし

、、
• O I出 l- 六一上が a = 
三 0,、 ,._ 
九――̂....-lむ＝

て - -・ - l!ll ° ^ョ,: - 平三七 ＾ だ＝； 1四四平 ニ ・じュ．L,ー＾
心—•プこ
A.II. 

ヽ ・・ ・ヽヽ、、・ .‘̀‘ . z.一三・ニ 9'ご・＇：七 L~ c、四 ＾ブ<
命己・ヒ-’? -9 9 ，上＾口I 九．し 、“̂
七九＾七 9ヽ 六芋ブ<= 0 士 ・/、ヽ、、．．、、、、．、．ヽ‘

ヽ←ユ： Pし↓:r . ＾．，，.-• 一れ•一
さ呂共だ冗・癸な豆さ加＝

....,四

-.u. I ”•四三二.. 
已＾ !l~-1131. ご．じ・I A I二翌

EĈ
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